
内裏茜外事事
を菌す築地

2 遺 構 各 説

A 西・中・東各区を分ける遺構付内裂北l函築地凶雌ほかの遺構

SA8171 (PLAN 7) 

内科外郭の商を画する築地である。この築地の実態は，本調査によっては知ることができな

かったが ， その後の調査（第91 次調査〉によって併の地域でぶ在を随認しており
〉

， 勝：姫街道の 本

下を北まで抗旬、ているものと考えられる。

SA505 (PLAN 3 ・9 ・ 10, l'L.5-2,6, 7-1 ・2）付 SX517～519

西函築士山 側:ff.地域の四谷り（6AAO区 P ·Q· R地区〉にあり ， r:l_iJgのjigを限って西区と区分する潟北

築地（以ド，凶蘭築地とよぶ〉である。この築地は，南端でJUにおれ，後述するF毎回築地 SA488

に接続しており，北端部は調査地域外にある北而築地の位世を後述のように組定すると，南・

西高築地
雨の時祭

北[lq�拠地の距雌はが，.f73m (245尺〉となる。築地本体の法底上には， 部分的に若干の柱穴をみい

だしたが， 符柱穴として確実なものはなし 、。築地南端部約 15mの！日lでは，築地本体の基底（似

2.2m）西側にi段下って（0.2m），犬走りとみられる平担面仙10.3～0.4m）があり，その砲に

接して滞 SD536 （幅0.8m，深さ0.3m ） がある。 築地の東側には ， これに対応する平坦面はな

く，すぐ雨落構〈縞0.6m ， 深さ0.2m）となっている。

西間築地 SA505には， 3 カ所hこi情渠を設けている。 SX517 (PLAN 3）は， このうち最も南

の陥挺であって，西部築地・南面築地の入隅から西にぬけている。なお，この暗渠の位置は，

後述するい］ SB489の北雨落講の西延長線上にあたっている。木樋などの純設はのこっていない

が，そねを埋めるための掘形（上総似0.6m, Wさ 0.2m）がみとめられた。

割膨

西商築地 SX618 (PLAN 9, PL. 8·-1 ）は，西国築地 SA505 』こ殻けた 3 カ所のllf'iおのうち ， 中央に位 水
中央階第

位する心のであって s SX517の北約21IUの位置にある。制形（ 1111拘.6m ，燥さ 0.4m）のなかに，

木樋LJ{J!Jlめてゐる。木樋は ， ヒノキの丸木材臼是さ2.75m, 11§0. 4m）を半俄したものを， 断面

u:1えにくりぬいて造っている。 木樋西端部の底聞は， JU端部のそれより約 9Cm 低b 、。なお，

この本樋の両端近〈〈織から約0.4m）には，それぞれ両側上端聞の内側に臨して切り欠きをつ
�J,. 

くる。蕗板をのせる践。、ずれも現存しない〉をうけるためのものであろう。
画面築地 SX519 (PLAN IO, PL.8-1〕は ， SA505に設けた 3 つのfl世誕のなかでj訟も北にあり， SX518
1ヒの稽援

Fig. 11 商・中－東区を分ける還側内'.21北町祭J也団側

l 〕 『作機 1975.I p. 16。
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の北約27mの位位にある。H市東施設をうめるための掘形（幌0.5m， 深主 0.4m）をのこすのみで

ああ。このII告誕の束延長Uこf1','i (SD531l）がある。

SA4随（PLAl': 3～6, PL. 3, 7, 15-J ・ 2, 17ーし 21-3, 22, 23-1) f・iSD910・SX577

調査地域の l ， ＿，央南部（6AA0l孟G・ I·N·R地｜玄〉にあり， 』 ，，，互のT討を限る京西築地〔以下， 南面築 地

本 商l凶築地とよ 4つである。 阿端で酋面築地 SA505， 点端で封主定京間築地にそれぞれ接続してお

り， 阿築地問の距離は心々約 175mとなる。この南而築地の西部では， 後述するように， 2 つ

の門（SB489 ・ 513575）の存在を椛認している。

SA488 の西端部， すなわち市庭古墳の｝：；］磁の外に位世する部分では， 地山を削り出して造

った築地本体の基底〈幅約I.Sm）を検出した。寄柱穴はみいださなかった。いっぽう， SA488

＊ の中央部・東部， つまり， rb'陸古墳の周協を組める盤地土の部分では， 築地の痕跡はのこって

いなかった。しか し， 築地｝Ii端から西35～60m付近では， 築地＂＇吻li:f)j定線を対称軸とする劇北

両側に寄柱穴とみられる柱穴デuを 2 列みいだした。柱穴〈径25～•J.5cm ， 深さ 12～22cm）は， 東西

2 偲ずつ接した状況で， 7 IUJ:;} c性問平均 2.9m）以ょっらなっている。北列・南列の柱穴〈主主間

I.Sm）は， ほほ対応している。 南面築地の西半（内総から約70m付近まで）では． 築地基底の南

本 北両側に雨務部（1陥0.1～0.6m, i祭 主0.1 ～0.3m）がのこっており，以東では両側のみに雨結構が

のこっていた。 この出耐泌 f，＇容 を SD910 とよんでいる。 SX577 ( PLAN 4-, PL. l!;-3) Iま築地 瓦組み暗獲

SA488 に設けた陥渠であるo'.'JL瓦を組み介せて， 底と説を作っている。

SB4ぽ39 (PLAN 3, PL. 7） 卸10/j， �l.',j査

南田築地SA488 上に南にひらく門である。築地の両端近くにあり， 西田築地 SA505の築地扇面築総付
昆の函筏F寺

本 心から門の •－ 11心まで4. SID である。地山を）＇

jljって造った基壇の基底（東西約5.7m， 南北約3.6m)

が瓜跡的にのこっており， :l.\ilflの束辺には， SA488の;J，巨底がとりついている。材LI吋とみられ，

築地中軸線上にのって柱穴が点西に 2 例ならんでいる〈往間約3.0m）。柱穴は不盤形で，向いあ

った内側が浅く（潔さ0.2m） ， 外側がrJ(」 ( (0. 4m）なっている。 外側の深い位 1位 に礎石をおい

て柱をたて， 内側の浅い部分には， 唐厨放などのDll皆雌があったとみることができょう。

専 門の雨
・

北両側には， 玉石で築いた雨帯構があり， 門の柱穴は， f,IJf持 （開制3.9m）の『11央に位

位する。iミ，m落1i,i1よ ， 1111の；／握Jjjの張り出しにともない， t寝地 SA488 の市・北町 1,1,rn事r�i 治、らそれ

ぞれ衛と北とに尖出（約0.6m）した位位にある。市惜〈似不明， 泌主 0.2m）には， 庇に長手に敷

いた玉石（Q.4X0.3m前後〉がよく残っており， ほぽ原状｛全長5.5m）をとどめていた。側石は

北；砕西端にi側だけのこっており， 他tよ石の抜取り痕跡をみるのみであった。出のT41は， 現状

＊ では底面からつづいて平坦になっており ， 岸はのこっていなb 、。北溝〈絹 0.8111 ， 採 S築地装組

検出国からO. lm）の底には陶
i

riYJの玉石よりやや小ぷりの玉石を 12fi,11つらねたものが 3m の範聞

にのこっていた。 底面は同にむかつて低b 、。 側石 は ， 二｜ヒ岸に3鮎11&存するのみであった。 な

お， 北講の底面｛ま雨講のそれより 10cm it:i ぃ。

SB575 (PLAN 4·, PL. 3-J, l!;-1 ・ 2 ・ 4） 第I l c:i� ，JIJ 11f.Jl! 

＊ 築地・SA488 上に劇に開〈雌 f"J である。総門 SB489 の東， ちょうど 100尺（29.5111）の位舵に 南商築地の
第2の棟門

ある。 柱問寸法（3.0m）・嵐股・形式， 1,I言落携の形状． ともに SB489 のそれと同ーとみられ

るo r首都には！伝石 15個が現存しており， 底面は西にむかつてやや低 b 、傾斜をもっている。側石

はすべてう しなわれている。耐が平坦で作をのこしていないことは， SB489の南講と同様であ
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る。いっぱう北溝（縮0.6m，淡さ 0.5m）には， 底右が約半数（11個〉のこっていたが， 底面の

傾斜の有無はわからなb、。 側石は南北両側にi個ずつのこっており， 本来の講の規模〈柄

25cm, r梨容 J5cm）がわかった。 側石の抜取り瓜跡はよくのこっていた。北識の底面は南稿！底

面より25Cm 高〈， SB489 の北講底面より10cm 高b、。なお北溝北側の高まり〈東西3m, nl:lt. 

O. 7m）のバラス敷きは旧地表面とみられる。

推定案面築地付SD831 (PLAN 6・17)

本

東函築 地 遺構の上では確認するにいたっていないが中区東半部東端近〈， 後であげる SA838 の柱穴

列の西8血前後のところに，束而築地があった可能性を考えている。後述するように，時 SD

2093は南市築地の北に治って流れたのち，暗挺となって築地の下を商流し，ふたたび東にまが

っている。東部築地はこのl陪挺のすぐ京にあり，｜！荷架は陶耐・東西両築地の入隅 の位置にめっ 場

たと想定するのである。築地組定位置磁をぜ－りの南北小溝80831 C検出部分 14.Sm，鰍0.5m，深8

0.03m）は，築地附務滞の痕跡か ， その存在位躍に彬響されて後に設けた'(!I；かも知れなし 、。

中区の:Itを 推定北面築地付 SA8220 (PLAN 16) 
函する築士自

内裏北外郭の北を限る築地，すなわち北｜甜築地は，調査地域に北接する道路の下に存在するも

のを考えている。いま仮りに ， 北商築地と内側北寄りの主要縫物 （SB54-0）との空きを，南面築本

j也とその内側南寄りに建つセ要建物（SD501）との聞きと等しくが� 9 m (30尺〉と考・えておく。北

両築地の位置をこう与えると後述する南北塀SA630の往火のうち，現在，調査地域北端に故山

した柱穴からもう 1 間分北に築地がくることになる。なお，館95-6次調査においては，築地の

名残りともみられる紫色粘質土の高まり（0.25-0.Sm）を 検出した（SA8220）が，北面築地そ

のものではないと考えている。中区東主幹部・西半部の北端には，SA8220の西延長部分は存缶し ネ

ない。しかし，tillし 、東西部が長〈連続しており，これが築地の存在とかかわる可能性はある。

81主838 (PLAN 17 · 18）付SD822

東区の商を 6AAB 区と 6AAO 区との臨界位 1nにある南北築地である。道路下にあるため，発掘調抗し
画する築地

内豪東外郭
を函す築地

ておらず，規模の詳細はわからなb、。しかしガス官ご工事の際などの観員長によって築地基底がの

こっていることを脈問、しており， これに関連するとみら札る柱穴列（3t1処分 6.3m）を検出して 率

いる。また， この柱穴列の闘には，南北 につづく小講 SD822 C検出部分21.Sm，鮒0.6m, rt さ

7～J4Cm）があって，築地にともなう凶雨落蒋の可能性もある。 この築地は ，内喪東外郭の西

岡築地の北延長線上�こあり ， 道路以来のブロァタの西を画する築地と考えている。

SA705 (PLAN 18, PL. 28-2 ・3, 31-2 ・ 3）付SX706 第13次調査東

内裏外事II東面築地 ， すなわち内裏外:;flの東を｜浪る南北築地色 調査地域の東端（6AABじ五u * 

1也lめで検出した。ζの築地は調査地域外にさらに続いており， 南延長部分iま， 6AAC 区N

地区〈鈎21悶お， 同区 J 地区（38州宜�. 6AAD区G地区〈第7附じ調査2 同区H · I地

区制 ・ 鰍'JlfJtl), 6AAE区M·N 地区（仰次商品， 同臥・N地区〈第附必で

それぞれ確認しているo 南端部は 6AAE区間区にあり，大経殴回廊の東南隅〈第 1 仰ぎ〉

から東へのびる築地（SAIDS）と鎚の手になって接続している。いっぽう北端部は未磁認であ ホ
2) ド予報 1965,! p. 35～37。 6) r1，主報 1971』 p. 30・310

3) f年報 1967色 p. 40～42。 7) 『年報 197QJ p.340 

4) 『年判J. 1971 』 p. 30 ・ 31。 8) fτP·城宮跡. i.t；飛鳥板談宮跡発燭利権報告』〈袋j主因
5) 了年総1967J p. 37・38.
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るが，調査地域北端に接する道路の位置で北面築地に接続すると考える。こうして内裏外郭を

かこむ築地は，京両約285m，南北約380mにたつするとみられる。

今凶の調査で肢出した築地SA705 (30m分〉の東側は一段さらに（tt< （約Im）水制になってb、

る。築地の東縁はこの水間造成の際に破椴をこうむっており，また，築地の凶縁も，後世の潜

指のためこわされていた。築地の痕跡として確認できたのは，整地土を掘りさげて （0.5m），粘 築地の痕跡

土を積み重ねた基礎地固めのみであって ， 上部は削司l tJれていた。しかし，築地寄柱穴（）；0.5

m, 傑さ0.3m） が2列〈約行tl:I昨1z均約3m，東西柱間約2.7111） にならんでみいだされたので，築

地主�l庄の幅〈約Sm）が推定でき，築地の中 11油線をきめることができた。これによると，基礎地

図めは中心線 の西約3mにまでおよんでおり，犬走りの部分をふくんでいたことがわかる。築

ネ地にともなう耐帯構はみいださなかった。築地の凶に沿う南北滑は時期の下るものである。

SX706 (PLAl'、. 18, PL. 31-2・3） は，築地 SA705の下部に設けた瓦組みの暗援である。 平 瓦組み暗渠

瓦11枚を，目J而を上にしてつらねて底とし，その上に，丸疋15側を凸面を上にして伏せ，�縁

でつないでいる。底面は束にむ かつて低くなる。

SC060 (PLAN. 2～6, PL. 2～4）付SD倒1

＊ 錦2次内哀の北町築地｜到脚である。今li. !lは，調査地域の南端で，：｜ヒ側*t:3i·u以北を検山した。 内裏北菌
築地図廊

築地回廊は，rl I 失敏通りを築地としたー識の複lMである。凝灰岩の切石で低い基壇（おさ0.2

m）を外装し，村iは礎石の上に立つ。今1111の調査地j戒では，礎石そのものは織っておらず，カ形

の抑IJ�（方I.2m）の中の周辺に根石（長主0.2mfliT後）を扱ぺた状況をみいだした （PL.←ー2・3）。

SC060tl:, 1:長I8J. 64m (620尺）， 47IUJであって，梁行の柱1m寸法は7.74fil (26尺）である。

ホ桁行の柱問寸法は，中�－の43間が3. 934rn (40/3k）勿，ll'1Jと令っており，河端の各21制は束・凶

両副築地日脚の柱列に合せ，その梁行柱｜目l寸法7. 7401を2つ割りにしたく3.87m, 13尺〉と推定

する。東面築地回廊でみると，被巡りの築地基！鼠簡は約1.8mあり，隣り合う2本の符杭の外

法寸法がこの数値に一致し，干寄－柱の桁行方l••Jの柱t11は，側柱筋の それとそろっている。

SC060の基岨の北に接して雨？甚指があり，基患の澗を構内縁の側としている。庇には長方形。 築地図ls
本の石〈長さ0.5m，制0.3～0.4m, ）＇）！＇.さ0.075m）をIt渡しに放べている。内（占�J.111-0\IJ)・外の側石に 北雨落溝

は Iをブ;j!Jの石をもYe長に立てて使っており，その下聞は，J底右ド而 よりやや低い（0.05m前後〉位

置にある。内側の側石（長さ0.7m，恥10.2m, I字さ0.3m）の上面は，部底面より22cmほど尚む、。

このorn石の上面の時側は 一段低（ (Icm）っくり，J�才i （�毛さ0.7m, I陥0.2m, ）＇／.在 O. lm）をのせー

る。築地問朕Iiの北側主主心からお石外端までの距離は，約1.Smである。外側の側石（長さ0.8m,

* t:Jo.2m，厚主0.2m）の1二副は，踏の底副より0.lmほど，：＇J;し 、。

SD941 (PLAN. 5, PL. ←I）は北而築地｜旦｜廊の巾火の問の東｜飾りの間（肌15-16,f:l:Jb'l；を，
内議に水

やや西に振れてl<i昔tr:する時(l.JJ.長4.Sm，帆l .Om, f,ぷδ0.08m）である。側石などを失ってはいた を導く溝

が，凝灰岩切石を敷きつめた底石は保存がJ.'.H、。

*illM査地域iこ間接する内現部分の発明〈お1'!36沙�澗笠〉によって，このti111fcのl判延長部分を検山し

学ており，t水を疏した施設を考えている。水跡、は井戸SE2128かも知れなb、。しかし，鴻の北

延長部分が遺構としては，まったく残っていないので，別言できなb、。

9) 京凶柱71]のJI!から15番刊の柱を東第15位，j)l:jから31番目の柱を西�13柱等とよぶ。
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SA486 (PLAN 3～6, PL. 2～4, 15-1, 21-3, 22, 23-1〕

内裏内部北而築地回廊SC060 と内裏北外郭）的立i築地SA488との聞に走る東凶力li,Jの塀であ
築地図廊に
沿う東西堺 る。SC060の線通りの北8.5m, SA488の南6.8mの位はにある。 この銅：の西端の柱穴は西田築

築地図廊に

地図廊の線通り ， すなわちSC060オt雨洛講の西端から東約5 mのところにあり， ここから東に

のびて6AAO区G地区東端にちかい位置まで53問分〈会長l56.3m， 柱間寸法平均2.95m=l0尺） 本

を検出して いる。この堺の全長は約177m（印問〉と封飢在している。柱穴は大きく（1毎北2m， 東南

J.5m，深さ0.4m） ， 不整形のものも多い。 牧叡をのこすものはなく， また， 柱lW・跡を とどめる

ものもなし、。柱穴が不盤形 なのは， 柱の掘形 と柱の紘I[J(穴があわ怠った状況で検出されたため

であろう。杭穴に蹴灰岩がおちこんでいるものがあった。この塀の柱悶411.\J分の寸法がSC060

の3間分の寸法（I1.82m）と一致し ， 各4 l1'il日と科3 n』1日の柱通りがそろうことから ， かつて 本

は， この両者が同時に存在 し， 密接に関連するものと解釈した。しか しその後の成果をあわせ

考え， 現在で は， SA486が SC060仁先行した とみられる に いたっている。すなわち節78次北調

査で内裏東部築地回廊SC156の下から南北につらなる 柱穴列（SA6＇叩5）を検出した。この柱穴

列の通りはSC156 の�通りと一致している。 また部73次調査等によって， 内浪商・回築地回廊

(SC640）の直下で東四相穴列SA7592北17mの位·Ji:tで点西柱穴列Si\655が検出された。SA486 * 

はこれらの柱穴列SA6905・SA7592・SA655とともに 内哀の築地図廊 が建設される前に存在

先行の施設 しており，東西・1(4北ともに 約177illの範聞を｜孟画する施設〈坊のであったと考えられる。SC060

の造営は， SA486を取り こわ した 後であろう。それにもかかわらず， 両者・の柱割が官接に凶連

している理由は， 南北中軸線が同一であったか ， 進営の尺度が同じであったからと説明でき

る。なおSA486の中央にあたる位置に 柱穴が検出されず， 柱聞が約6mとなっているのは， 本

ここに門な どの施設があったからであろう。

JO) 『今報1967』P· 38・390
11〕 『年報1963』p. 6。
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B 西区の遺構（PL・8～11, 3. PLA刊. 2,35, 8～ 10.) 

商区｛ま， 内衷外郭西面築地 SA8171と築地 SA505との問を占める地波であって， 6ABB区の

A ・ D·C地区， 6AAO区Q地区，同R地区西部にあたる。凶区で倹山した主な造構は ， 建物

6 ・ 御1 ・ r/47であって， 小・東区にくらべて遺構｛ます〈なL、。

仁
「
「1一

* SB497 (PLAN 2, PL.チー2 ・ 3, 3シー3) 第10次；句作で険IH C以下 ， tt110次等と略す〉

fili ix:の西南附近＜ (C地医南半〉にある 5 間以上（ 5 問分で 11.80111〕× l ？＋＋＋＋？
I －唱E I 

IHJ (4. 72rn）の南北棟建物であり，椋Jillりには妥柱がなし、。また，T-r.J習は澗 1 ____ 1

費地域の外にあるため未確認である。柱問寸法は ， 桁行 2.3Gm(8Js!.〕待問・後行·4. 72m (16尺〉

であお。捌立柱の制形〈ブjl.2m ，深さ 0.4-m）は大き七、。m:紘｜剥係により陶三｜凶1i'J. (SD568）， 斜め

＊ 部（SD503）より新しく ， すぐ北にある建物（SB4·98）， およびその1』ぜにある東丙階（SD487）よ

り古いことがわかる。 なお，この建物の東北付近一時には， 風化した探灰岩がnx花していた。

SB498 (PLAN 2, PL. 10-3, I Iーの 員�10次・ m11 次•＇可

丙区の両市隣近＜ (C:1也l剖t"l'·～ B 地区南端） にある 5 間（12.0m ）× 2 問 ？→ー←＋＋ー？
白

『咽・E Q 

(·t8m）の南北棟建物である。柱間寸法は，桁行・梁行ともに， 2. 4m( 8 尺〉 r l 
＊ 等間である。銅立柱の掘形は， 方0. 7～ 1. Orn ， 深さ 0.4～ O. 7m である。 Sfi498 は卓複関係から

SB497 より新しい乙とが判明した。なお， SB498 の東と璃とには，約 l. 5m へだてて雨落講の

痕跡とみられる小構SD499 （綴O.Sm，深さ 0.3～0.Sm）が逆 L形につらなっている。丙約 1m の
南北滑（SD568）は SB497 より古＜ SB498 とは無関係である。

80503 (PLAN. 2, PL. 3シ－3） 第JO次

＊ 曲
．
区の南側近＜ (6ABB区 C地区〕に， 東北から丙陶．にかけて斜めに蹴れる構（検出部分35m,

11111\lm！乱開さi～ l.8111）がある。古墳周濠を作る際に排水用に用いた前とみられる（p.50 参照〉。

11）侠式｜可！の陀ザ .i住：十1tをとどめる椀！I予⑨H痕J／品；をとどめる抑）f� O似 ι桃川形
・随行 口随石段取1良助： …Hf1定 A は北をしめす

2.9 



SB520付SX521 (PLAN 8, PL.シー2, 8-3) 第10次·tl'SIl次内

SB520 は， 丙区の東半（6AA0区Q地区南半・ 6A13B区A地区東南関

・ 3地区Jl!ゴt陥）にある東両綴f建物であって， SX521はその内部 にあ

る付設構造物である。 SB520は， 6 間（J7.lm)X3 聞く9.0m）で京

・ l匂の 2 而に揃がつく 。身舎の柱間寸法は， 桁行・梁行 とも に2. 7m 

-

むこコ

A 

(9 尺〉等｜品］である。J備の山は東・南各3. Gm (12尺）である。 住の穴（方 1m. 深さ 0.7rn）のう

ち丙WiH：列北島11 2 牲穴は検出できなかった 。なお納．柱の掘形 10附のうち 7 倒が小さb 、（径0.2m)

のは， あるいは ， 柱痕跡のみを検出したの かも知れなb 、 。 SB520の身合の各柱穴には， 礎石の

線石が成っており ， この建物が礎石の上に立っていたことがわかる。し かし， 綴石の さらに下

看や

には， 説ii立伎の掴形の存在が確認され ， このうちには， 柱根の残存しているもの（身舎街柱列西 ＊

m2 位）がめった（Fig. 14）。当初， 掘立柱建物としてっくり， のちに礎石建物に改築して， 耐

期年限を長くしたのであろう。なお ， 隔の柱は揃！立柱のままであるから ， あるいは身舎に磁石

を柿入する改造の際に ，痴を新しくつけ加え榊祭した可能性が考えられる。付設構造物 SX521

は， SB520の身合内 ， 様通り北側の東寄りにあり，京商 5 問（6. 75m）×南北i問（I.Sm）の規

棋をも っ 。な お， SB520 の西北隅に柱穴 3 個が東西にならんで おり（ 211司分で2.7m）， これもこ ＊ 

の述物 にと もなう構造物らしL 、 。

O Im 

－－

Fig. 14 4切立住建物を礎石主1!4ちにII!てかえたf品：をとどめる役穴

SD536 (PLAN. 2 ・ 3 ・ 8～ 10, PL. 5・ 6） 第10次

西区の北端近くを， 西北西 から東南東にむかつて斜行 し s さら に併に折れて流れる構〈似－

m ， 深さ 0.2m）である。 斜行部分（検出部分48m）は， 西区r!!LIじ需品近＜ (6Ann区AJ也区北端〕に始

まっており， 上流はさらに発掘調査地域外にのびている。 この叫が市街する位位は， 西岡築地 本

SA505 のすぐ西であって， 築地にそって商流し（53m）， 築地iW端の位百で 東西海 SD487 に

そ そ いで いる。南端部分は， 西国築地に付属する中央の時節（ SX518）の1士1こ'lfi:なっており，

静の}jが新しb 、。 SD536 には斜行部分があり，flt行（市流〉部分は， 築地の雨新1耳の位臨rr＜に

新しくつくったものであって， この 2 点、｛ま ， 巾灰束 、1�部の糾S 1)487=890と共通している。

SA544 (PLAN 2, PL. g.ーの

西区の西市隅近＜ (6ABB区CJ也区〉 ， にある南北 3 間（6.Gm）の Jtaである。 mi形は小店〈（径

0.3m）， ねi間寸法は不揃いである（I.8～2.4m）。

SD545 (PLAN 2, PL. 9-2・3)

凶｜山南側近く（仏 BB区叫 ， 建物 SB497のすぐ酬にある ， 3rd] (7.50m) x ロお
30 
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l問（2.25m） の市北線小建物である。 続行中央の絞1:,:1寸法は3.0mと広〈， 桁行河端の間と

梁行の11111ま，ともに2.25rnである。擁立荘の誠形 は小さく設い（佳0.4 m， 深さ0.2m）。

SB550 (PLAN 7, PL. Iト3, I ←2） 第10次�lj

丙区の中央西端近＜ (B地区丙Iめにある3問（7.2m）×311\J (6.3m）の東西陳述

回本 物であって． 総｛もすなわち柱筋にはすべて柱穴（ff.0.4m, i事さ0.21のがある。

柱問寸法は， 桁行2.401 ( 8尺〉等間・梁行2.Im ( 7尺）等間であるo

SB555 (PLAN 7, PL. IO- 3, 11-1) �＇＼＇IO次何

西区の悶端近＜（AJ也｜ベI有半～B j也区北ニド〕にある9 rill 

(26.55m）λ2同（5.32m）の南北棟鎚石建物で ， 身舎内 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

ー・‘：

＊ も総l生である。柱間寸法は桁行2.95m (IO尺）等・問・

終行2. 66 m ( 9 R..) �間である。礎石はすぺてうしなわれているが ， 性穴には担石をのこすも

のがある。西側住北第4柱穴のそれはことに保存状況が良好であって， 径1mのif屯問内に十数

倒の,Ii主右（jt'Cf手20cm1Jfi後〉を配していた。礎石すえつけの抑形は， 後の削ヤ－で変形を こうむって

いるが， 不整円形か方形〈ブj0.7～1.3m， 深さ0.15m）である。なお， S13550とSB555とは，総柱

＊ という点で共通し， i:':i床の倉庫（技会か板倉）のような建物 と般定できる。

$0568 (PLAN 7, PL. 13) 第10次・第11次丙

西区の凶端近（ (6ADBI実A·D C地区）を， 北から市に？なれるi1Yt （耐胤5～lm， 深さ0.2m）で

ある。北端部は京析して斜講（SD536）にまじわっている 。市端部は， 建物 SB497の柱制形，

および後世の土峨によってこわされているが， 東西山（SU487）にそそいと可能性もある 。 本

＊ 米， $1)487・SD536とlii]O寺JY］に存布したものと考えられる。

$0569 (PLAN 7, PL. 13) �I 1次j1[j

両p（の阿端近＜ (GA.BB医A地区〉にあり， 前述のSD568のilli側をm流するrllf. c脳0.7111， 深8

0.2m）である。：｜ヒ端で京：肝するが， その先は浅くなって消i成している。Tf叫iは未満査地域にの

びているが ， 同地j戒をへだてた南側に斜方向の小怖があってSD568に合流している。 この小部

ポ にあ2くかも決｜｜れなb 、 。

SA570 (PLAN 7, PL. Jト3） 鈎ll次r!§

西区の目端（A地区内端〉 にある南北の柱穴列〈倹Hl全長20.65m）であって，調査地域内では，

8個の掘立柱の劫ll形〈方0.9m, i'f4!さ0.5m）を検出した。柱11ll寸法は3.Om (JO）＜！.〕である。南・

北両力
・

向ともに未調査地域につづく可能性がある。また， 問の米調査j也成に ， この南北註列に

＊ 対応する柱穴が存在するとすれば， その南二It陳建物の東側柱yljになる。ただい 闘の未調査地

成 には ， この純穴列のすぐ西に接して， 内裏外郭の函而築地（SA8171） が位置することが想定

されるので， これを建物 と考ーえた場合， 両者・の同時共有・はありえなし、。そこで仮りに堺と考え

ておく。

50572 (PLAN 7〕 �I 1次回

＊ 四区凶k；仕を北から市へ流れる水路（lfr.';\2～3m， 深き2m）である。市庭
・

1片町のj羽濠の西岸に援護

しているため， 多少みだれている部分 がある。 この間は， 推定Un次1:UJ1：！院・内築地区と第2

次1:01'.fil:院・内誕地｜実との中間を通るj夫幹水路であって， 延長;':fl分はT自の科側資｜ぎ〈第27・41・87

次郎eo ·cイ子｛£を1総認しており， SD3715とよんでいる。
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c 中区西半部の遺構 (PLAN. 2～4, 8～13, PL. 4～8, 12～16) 

内裏北外郭中区は， 凶辺をそれぞれ凶商築地SA505 ・ 南商築地SA488 ・ 南北築地SA838 ・ ;!It

定北面築地によって限る地域である。中区は， 中央；酒寄りにある南北塀SA630 によって2部分

にわ付られるので， それぞれを西半部・東半部とよびわけ ， まず西半部の遺構から記述する。

中区西半部は， 6AAO区L ·M·N ・0・p地区とR；地区東部とに相当する。この地域で検 本

出した主な遺構は， 建物17 ・ 塀10 ・ 溝6である。

p 

亡

ω
…「
M

～ ～ 

Fig. 15 rr,区．四半古1lの主なj劉持

SB501 (PLAN 3, PL. ト3, 6, 7-1, 8-1） 第10次

中区間半部の西南隅近 ＜ (R地医東南〉にある7問（20. 65rn〕

×4問(11. Sm）の， 4聞に簡がつく東西棟建物である。柱間寸

法は， 桁行 ・ 然行ともに2.95m (10尺〉等間である。柱の掘形

（方I. 5～I.9m， 深さi rn）は大きし 、。柱根（筏0.3m） が残ってい

るものがl個あるほか， 柱痕跡（筏0.4m）をのこすものが多b 、。

身舎の棟通りには， 床束の掘形とみられる小穴（ブ＇'i0.7m， 深さ0.6m）列があり ， 床張りの建物

だったと考えられる。SB501の南側柱列は南面築j也基底北縁から9m (30尺）， 西側担ヲIJは西前

E日 ネ

築地基底東縁から56m (20尺〕それぞれへだたったところにある。 なお， SB501は， m複関係 斗

によって次にあげるSB502より古いことが判明した。

SB502 (PLAN 3, PL. 5一色6, 7ーJ, 8ーI) 第10次

中区凶半部の西南隅（R.111!.区中央荷主｜りにある5問(ls.Orn〕×4間

(!3.5m〕の，東西両商に廟をもっ南北線建物であって，身舎の柱間寸法

は， 桁行・梁行ともに 3. Om (10尺〉等間， 麻iの出は3.75m (12. 5尺〉 中 『4 ぅ ＊

である。 身舎の柱の銅形（方lm， 深さ0.6m） には松根（径0.2m）をの

こすものが9個あり ， 府の柱の掘形（方0.8m， 深さ0.5m）には ， 柱狼
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（径0.25m） をのこすものが3飽あった。 なお， この建物の身舎の 西北隅にある柱の掘形〈深主

0.65m）には， 底から45cm上の1翠土上に， 加工したあとをもっ凝灰岩が偉いて あった。 この凝

灰岩（：民主0.6m，恥I0.48m， 厚き0.2m）は， 基J良外装？こ附いた旬」:rrをItを朽の根回めに転倒したも

のとおもわれる。

SB5021;t， 柱穴の重複関係から， SB501より新しく作られたことがわかる。またこの SB502

は， SA505 の廃絶後に造営されたと考えられる。 しかし， この建物 の 西側柱列がちょうど

SA505の中心線上にあること， また， SA505に設けられてい引附摂SX518が，SB502のすぐ北

に位置することから， SA505とSB502との同時存在を考えることもできる。すなわち， SA505

の東雨沼紛が北から流れてきて， SB502にさえ吉られるため， その北にll市東SX518を設けて水

取 を丙におとしたとする解釈である。 こう考えると， 築地SA505のー加を改修して， SB502をた

て， 両者が｜吋1貯に共存しえたことになる。 発：朗調子f当川は， いまあげた向織の解釈のうち， 後

者をとっていたが， 本線特害；では前者を採rnする。

SB508 (PLAN 9, PL. 14-2) 第10次・第 10次東

中区間主幹部の中央（O地｜文丙半～R地区東端）にある71制(16.52m)
‘ ×i間（3.54m）の東西棟建物である。柱問寸法は， 桁行2.36m ( a とごとコ

尺〉 ・ 梁行3. 54111 (12尺〉である。 柱の掘形（方0.7～I.Im ， 深志0.8m）は大きさがそろっておら

ず， またその問陥＇i.,不揃いであるが， 仮りに等間として符lりつけてみた。

南側柱列京第2柱穴 ・ 同第3柱穴は検問できなかった。 この建物付近には， 建物としてまと

めることができない住穴が数多くあるが， そのいくつかを採ってSB508を京丙9ないし10問，

掌 南北 21台！と併釈できないこともなb 、。なおSB508はや1：穴のm臨関係からSBGOOAより古いこと

がわかあ。

SB509 (PL八N 9）部10次

’ 1，区四半部四三｜土（R地IX:東主｜主）， snsosのすぐ西側にある2IHJ (6.5111）×1 11\J 

(2.95m）の市北卸小建物である。村iの掘形は不揃い（｝j0.4～l.2m） である。

ホ SB510 (PLAN 9, PL. 8-2） 第10次

中区西半官11の」t半西端（R地区のオヒ）， 築地SA505のすぐ束にある31/1J(B.85m)

x 2問（4.72m） の南北棟建物である。柱間寸法は桁行2. 95m(10尺）等間 ・ 探行

日コ

Eコ
2.36m( B尺〉等間である。 柱の摺形（方0.7～l m， 深さ約O.Bm）の大きさはほぼそろっている。

この建物の際通りは！Gmの距離をへだてて南にたつ南北棟建物SB502の線通りと一路線上に

本 ある。またこの建物の西側怜列は， 次にあげるSB540の西喪柱列と一直線上にある。したがっ

て SB510は， SB502 · SB540のいずれとも同時に存在した可能性がある。またSB510はtさらに

東方の述物S.8600と北妻柱列をそろえており岡崎・存在が考えられる。

SA511 (PLAN 9） 銘 10次

中区西 主幹部の間半（6AAO医R地区北半）にある京間2問（6.4m〕の堺である。捌立柱の抗形

彬 は， 比較的よさいり＇j0.6m）。この堺は， 建物SB508・SB509のmiの：｜ヒカ3.5mのところに位置；

し， 両挫！I令の問（4m）が馬追ーのようになっているところを隠す欣11"1＇.にある。Cl 1!;5.堺か。

SA514 (PLAN 9） 鈎JO次

•l'I以内半怖の凶寄り（RJ也区の「｜可決〉にある束凶2 IIJl ＜伶｜尚2. Im）の蜘である。 つぎに拘げる
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SB515 と重複しているが，前後関係は不明である。

SB515 (PLAN 9） 第 LO弘：

中区西半音11の凶与怒り（RJ山区の中央〉にある2 IHJ (5.6m〕xl 聞く3.9m）の刊」－�ヒ初日

建物である。柱 1111寸法は，桁1r2.am (9.s尺〉，然行3.9m (13尺〉である。柱佃形

は小さい〈ブ1]0.7m）。堺 SA514 と義援しているが，前後関係はわから なb、。

SB523 (PLAN 9, PL. 8-ー2） 第IOlX

中区 西半部の北半西端近＜ (R地区の西北〉にある4 問（7.2m）× 2 問（3.6m)

の南北棟建物である。柱問寸法は，桁行・梁行とも1. am ( 6尺〉等間である。こ

回

思コ
の建物の北喪柱列の住捌形の1 つは，後述する堺SA526の柱布！？移の1 っと'if（なっており，重復

ヨ＊

の状況から，それに先行したこ とがわかる。88510 ともill復しているが，前後関係は不明。 本

SB525 (PLAN 9） 鍔10次

中区西半部の北側端（R地区のわにある3110(8.Im) x2 間（4.Sm）の1H �：－－i' 

北棟建物である。桁行の柱問寸法は，北端のi問が3.3m (11尺〉，残る2 問 が各6--o-ふι

2.4m(a尺〕となっている。また梁行の柱問寸法tよ，東側の問が 3.Om(IO尺〉，丙側の間が l.5ID

(5 尺〉である。東側が身会，西側 が聞と考えられる。柱の掘形は小さい〈方0.2～0.4m）。東側 ＊

南第 1 ・ 2 柱の掴｝診は検出していなし、。なお，この組物の北柱列は，すぐ丙に たつ SB523の北

室長柱列 とほぼ一斑紋l :Iこある。

SA526 (PLAN 9, PL.ルー2) 第10次

中区西学部の北酋（R地区の北）にある東西7問の塀であるa柱掘形の大きさ〈方0.5m）は，

ほぼそろっている。この携の東端は，市接する建物 SB525 の東端近くにあり，また西では， ＊ 

SA505の位置受で終っている。なお，この；燐は，柱説tl形のill砲
・
関係から見て SB523 より新しし、。

SD534 (PLANlO ・12, PL. Iド2) 知0次・tnll次液

中区西半部のゴヒ寄り （6AAO区0地区北〕にある東丙i （桁o.sm前後，深さ 0.2m） である。 西

は西面築地（SA505） の北l踏襲（SX5l 9）にjffiじて終っており，東は南北抑（S/\630）の近くで消

減する。このit'�（ま迎物 SB523 ・ SB585 ・ SB600のJt.ik過の北 2m ほどのところを泊っており，こ キ

れらの建物に関逃した排水路と考えられる。

SB540付 SX541 (PLAN JO ・ 12, PL. ロ・ is) m1oix ・!'fn 1次東

SB540は中区西半部の北端近＜ (L . p地区）， SB501の北方36mにある東西線建物であって，

に土ご土ご二二ユ

SX541は，その内部にある付設構造物である。$13540は18問（52.33m〕× 2 IBJ Cs.関m〕の規模

をもっており，凶廊・塀を除外すると，現状では，平波宮で最も長い 建物である。柱問寸法は， 傘

西端のi問分が桁行 2.35m (8尺〉 となっているほかは，桁行 ・ 梁行ともに 2. 94m (JO尺〉等間

である。柱の掘形〈方l.2m ，深さ0.8～l.4m）のうちは簡には柱担（径0.35m 内外〉がの こってい

た。柱根の底聞には， コソパスで画いた門のm線をとどめるものがあった。この建物の西第8

柱の叡通りには，1m1J:切りのためとみられる柱穴の抑形 がある。ここを間仕切り として地物の

内部 が 東（III]町西c 1 no）に 2 分され てい たと考えられる。 z本
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付設構造物SX541は，この間仕切りの凶側，線通りの北半にあり，東西11問（16.28m）×南

北I問（！.48m）の掘立柱だちであって ， 柱間寸法は， 1. 48frt (5尺〉等間である。柱の掘形（筏

0.8～I.Om ， 泌δ0.6m〕は ， 円形またはPIJJ門ブ7形に近b、。

SB5邸（PLAN 11・12, PL. 14-1, 1ふーI) tt'HI次東· ��20次商

・ • I�区西学部の東半 （YI地区丙端・0地ゃ--eー十イトベト『〉ベ：ー

区東端〉にある13問（38.35m）×2問（5.9 ? 吋

m）の，南北棟建物である。位問寸法は， かー←；日！ー止ーかーかー

桁行・梁行方向ともに2. 95m (10尺〉等間である。た だし，東側柱列北第4 ～ 7柱穴と西側住

列北第4・5柱穴との計6個は，この建物と盟複した土蛸（SK6G9）による破壊と，付近の土の地

域g表からの汚れ・撹乱とによって検出が悶難であった。検附した柱の掘形〈ブjl.3m，深さ0.4m)

は計23偶である。

SB585の1椅喪柱列と南面築地来阪北縁との距隊は9m (SO）のである。またSB585 の西側柱

列と先にあげた SB501の東宮柱列との胤l月ftは24m (80尺〉ある。SB585の東側柱列の北延長線

上には，主きにあげたSl:3540の東妻柱列があり ， この両建物が四区西半部の北と束とを鈎の手

．にとり閤むような配置になっている。また ， SB5 85の両側柱列の北延長線上にはSB540との間

に，また南延長線上にはSA488との問に， それぞれ怜穴がl例ずつあり， この位置に東西を

わける堺（SACi18 ・ SA586）のようなものがあったと考えられる。Sil585と配置上で相互に密接

1-'ig. 16 SB585侃立柱底ffilの心；n

12) 12本ともヒノキの心持材．このうち，氏関：こ
Lゐ rみ

心議，すなわち殺の心をきめる滋線をとどめる6
のは 6;,j.ある。A. 北側将：列丙第 5 』主には十文乍の
心飛をえが〈。これは建物の前h�と約8度ずれて
いる。中心,;rcくに「末Jの滋仰があるa B. ;UJJ 
牧列丙第6柱にも十文字の心E誌をえがく。建物の
ljijJ緩と37度ずれている。十文�の1ど.＇... 
あり，これを小心として黒門〈半径16.6cm）をえ
が〈。針穴と凶心とは8. Jcruffれている。c.北
側柱列西第 7 れには， T字：IJ【の心Ii占がのこる。�
11句の昨lrhi.iilと約so度ずれてb喝。Jfi;1(riの周縁には．
4 分円を 4 等分する放射線状のt:liむ、沿線がのこっ
ている s 針穴と�，心との距離はlQcm0 D.北側l
柱列西第18ttにもT字状の心逃がある。建物の籾l
紋と約26皮ずれている。門の1,1u設はほぼ半周分の
こっている。周紋には，4分ト＂Ji- 5分ずる放射線
状の矩い議総がある。ただし5 :rr:分にはなってい
ない。E. i湾側柱�Ji省第9.1:l：には，十文字の心却
がある。これは建物の翁Ii線にほぼ,p・行－直交して
いるa針穴と紗j心とのEP.l!iftはIS.Gemある。F.
市側柱列第131ヰiには十文字の心mがある。建物の
lli1l献と約411必ずれている。剣‘〉，〈とt「，,r.
ずれている。このように搬3'.t:H6本のうち，純物

の議It級方向とほぼ一致する心illをもつものはl例
のみであって他はすべて任立の方向をとってい
る。45皮ふれたものまである。したがって，これ
らは住位lu'. � fJt定するためではありえず ， 木れより
のためすなわち自然水を｜守柱に加工するi採に，ま
ず十文字の心滋をうって心をさだめ ， 必要寸法の
円を�でえがき． さらに周縁に16角・20f，均等の包l
りつけおをうち，これにしたがって手斧ではつっ
て円ねに（I：上げたものであろう a なお ， rl��rr,·.ir東
院干し裳のJl!!Ti位ir,i-c検rnされたJ初、〉：柱の心�は，
村を.Jigえるためのものと解釈されている〈法隆寺
国宝保；(r�Jl：�g目 i国家建造物Z医院礼�＆ぴm院鍬
祭修札凶蹴告釜J 1937年，奈良国立持制ii rt!; 
除寺東院に於ける発効！詞Ii.級伶高」 1948午・〉。
平主え；空J東問問（6ALF庶LJ也1£鈎44次調査〉で総
出した，Jm定間後の抑セ柱迎11均SB5830では片側
,riのほtこ！従舵としてt{t;えたm，地岩上而に，十」どド
の心似をうっている。これは建物のl儲線方向と一

致し，tH創立を決定するための心泉とみられる。
これらについては，村.，τ混一「平波宮の述i符技法

tf;)ll立制：雄物｜ （『大会学i.f.r議品託銀：銃Uミ＜�I洞
系｝＞ S 1111利4611立を近畿 II本itt築学会p. 1025) 
を参照されたい。
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な関係をもっ建物としては， SBSOl・SB540 と， 後述する南北棟 2 棟（SB590・SB600）とがあ

る。すなわち SB501の南側柱列とSB585・SB590 の南姿柱列，またSB600の北婆柱列とSB585

の：It妻柱列はそれぞれ柱筋をそろえている。さらに，これら SB501 ・ SB540 ・ SB585 ・ SB590 ・

SB600Aの 5 棟には ， ｜終合う建物の側柱聞の距離 が，村・問寸法 の整数倍の長さをとるものが多

い。なおSB585は， のちにあげる南北棟建物 SB:2190と重なっており，柱穴の被合関係から ，

SB2190より干討し、。

SB590 (PLAN II, PL. I十一3) 第ll次東

商学部の中央南半（0地区南半〉 にある 3間（ll.79m）×2聞く6.50m） の 平一－一任一一甲

南北線礎石 建物である。柱問寸法は，桁行 3.93m(l3.3尺〉等間， 梁行3.25 ? -< 中
m (11尺〉等闘である。 礎石は ， 東側柱列 北第l柱穴と同第2柱穴とに の 0ー�ー→

こっていた。北第l礎石（0.8X0.65m〕 ・ 北第2 礎石 （0. 85 x 0. 5111〕とも自然、石のま ま で加工は

ない。他の柱穴は根石をとどめるのみである。SB590の南葉柱列と南部築地基底北縁との距離

キ

はgm〔30尺〉ある。なお，この SB590の南 ・ 北の萎柱列は，その酋にあるSB501の南・北の側

柱列 と一直線上にある。すなわちSB590の桁行全長とSB501の梁行全長は等しし 、。ただし 両者

の柱割はことなっており ， SB501 の梁行4間分の長さを， SB590の桁行では 3間に分割してい 誇

るという違いがある。

建物SB590の東3 mには南北構SD589 C長さ20m），西1.5mには南北識SD592（長さ12m ） が

あり ， また北 5tnには ， 東西fi'，よ SD599 がある。これら 3つの小路（綱0.3～0.5m，深さ0.1～0.2

rn）は， SB590の東 ・ 西・：｜ヒの3方をとりかこむように配障されてはし、るが ， この建物の雨務

時とはし、し、きれない。 なお ， 南北1�i SD589はこの建物の東側からさらに 北に続いて終ってお ド

り，さらにその北方に も，木釆この織の一部をな した可能性をもっ小蒋が断続 している。

SB600A · B (PLAN 9.11, PL. 14-2) 第11次東

西半部中央 co地区北半〉にある南北棟の礎石建物である。こ

の建物は改築しており， 当初のものをSB600A， 改築後のもの

をSB600 Bとよぴわける。SB600Aは 6間（20.64:m) x 2間（6.5m〕

4・・K

の建物で，柱間寸法は，桁行3. 44m (70/6尺〕等間 ， 梁行3.25m (11尺〕等間，桁行全長 20.64m

(69.8尺〉である。 礎石は のこっていないが ， 根石 （径10～30cm）を径l mほどの範囲に配し

た跡が みられる。

SB600 Bは ， SB600Aとほとんど同位置に建つ， ほぽ同規模の

礎石建物である。柱間数 ・ 梁行全長 ・ 梁行の柱間寸法はSB600A

と変らないが ， 桁行全長を 19.Sm (68.4尺） に短縮しており，こ

れに ともな って， 新行の柱間寸法は，3. 2sm (JlJりとな ってい

；トー...... �－”L一一一·，一一『，i-一・i.トー��；

ー・・E

るo SB600 B は柱穴の重複関係からSB508より新しいことがわか ,I，－ー；｝ーペトベ？？「戸ー：・ト－＼＇.l

っている。なお ， SB600A· B の北妻柱列は ， 西方にある SB510の北妻柱列とほぼ同一線上にあ

場

対

り ， 両建物の東側柱列聞の距離は30m (JOO尺）となっている。両者の同時存在が考え られる。 キ

ただし，SB600Bは，東・ 西内雨に廊をもっ， 6間j×4間の建物だった可能性が大きb、。 東

側柱ヰヒ第2 柱・北第4柱の東3.25m付近には ， 根石の名残り のような集石があり，丙側柱列第

2 柱筒3.25m付近にも集石がある。SB600 Bが納付建物であった場合には， 向·7,5mにある
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SB590と東側柱列をそろえることになる。なお，東側柱北第5純の東3mには，i疑似〈岩2側が

南北に並んだ状況で みいだされている。その北 i mにある小構は，さきにSB590についての記

述でふれたSD599の北折部分の延長にもあたっている。上記の焼灰岩や，溝SD5991ま，本来，

SBGOOBとかかわったものかも知れなし、。

* SA612 (PLAN 9, PL. 14-2〕 第11次東

中区酉半部のほほ中央（6A八O区OJ也lι｜じめにある東西2 f�,1(4. 7rn）の訴である。SB 508の目

隠塀かとおもわ九る。なお， SA612 の山．前回3mをへだてたところに も， 目隠堺とみられる

SA 511；があることは，先に指摘したとおりである。

SA631 (PLAN 12, PL. 13-1） 錦、II次＊

凶主幹部の東北端（L地区）%！） にある東凶51日,j (12.:!m）の蹄ーであっ℃，SB540の東北1¥JHセから京持

に のびて， 堺SA630にとりついており，SA631 • SA63 0が同時にイI：在したことがわかる。位問

寸法は，西端の1間が2.7m(9Jり，｛也の4 IU！が2 . 4ID(8尺〉の等闘である。柱扱形は小さb 、。

SB2181 (PLAN 4) 鈎20次西

｜お．半古I�の東半南側地区のl制品）にある5 IIJJ (I!. 55m）×31間（6.3m）の市 十←-0-0ーか－－＜；＞

キ 北線建物である。梁行の位IL\l寸法が2. 1m C 7尺〉等｜湖であるのに対して， Q -c 6 

桁行は等1悶で はなく南3間の柱問寸法はそれぞれ2.45m，北 Z l尚ではそれ
___ _,..,,.....,,

ぞれ2.1mとなっている。柱の制形。＇J0.5m）は比較的小さし 、。

SB2190 (PLAN 11, PL. 時一J ,2) 第20次凶

国主幹部の点半（Ml也｜乏Tls併）にある2聞く5.9m）×11制（2.95rn）の， r4i北棟建物で＜；＞－＜＞－－勺
I 圃唖

本 ある。柱問寸法は， ftt行・染行ともに2. 95m(JO尺〉等間である。舵の錦j跨（力ー0.8m， ←-e---<>

深さ0.2m）は小さb 、。西の建物SB 58 5 と重なっており，柱の垂範関係からみてそれより新しb、。

SB2225 (PLAN 12, PL. 16-3) 第20次凶

凶半削lの中央東端（MJ息区小火）にある31叫（5.7m〕×2問（4·.2ill〕の南北棟建物

である。位問寸法は桁行1. 9 m (20/3,k!.）等IIJ·J ・ 5決行2. 11TI(7尺）�附である。柱の

キ 掘形 （"}j・0.5～0.8m, t訴さ0.8111） は小さい。

SA2264 (PLAN 11, PL.時一2) 第20次凶

中区西さ幹部の東寄り（6AAOI丘Mj也区凶〉にある｜

国

に3個（2 ll:l］分で5.9111） と｜判延長線上に l 伽｜の計4 (I/iiが別存ずるのみである。 この北卸3柱穴

の白lこは，SI<.6 09ほかの土峨があり， それによって壊されたためか， 柱穴は述統しなb 、 。し

＊ かし，南延長線上を追うと，南北諒SB2J90凶側約i列と1直談上にあり， その北第 I 柱穴とSA

2264北錦3柱穴との距離（17.7m）は，2. 95m (10尺〉等！日lの6間分，すなわちSA2264の6柱穴

分に相当する。 そしてSB2Hl0西側柱列j北第i柱の北2.95mにある1柱穴は， 規i悦 〈方 i m) 

からみても，：｜七の3柱穴とー辿のものとみてさしっかえなむ、。したが って，勝SA2264は，木

米，建物Sll21 90の西側純列北第 l 柱の北延長級とに23.6m (811-ll分）辿続したものと考える。
キ SA2268 (PLAN 11, PL.同一2) 第20�i!!i

中区西主幹部の東北部（6AAO区h制h区北半〉 にある2間（4.Gm）の南北携である。 柱d刷］防立大

きくt.1:い（プy・0.7m）。 この塀の北端の羽て穴は，TI);i}j6.5mにある市北砂｜｛建物SB585の北鋭柱列の

線に一致するから， この辿物に付属する回目立堺かと考えられる。
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D 中区東半部の遺構（PLAN 5斗，13～17，礼. 2～4, 17～26)

中区東半部は， 南を南面築地 SA488， 西をYJSA630 で回し， 京を南北築地 SA838 によって

限る範囲であって， 6AAO区 B ・ C ・ D ・ F ・ G ·H ・ I ·K ·L ·M·U 地区に相当する。

検出した主要遺構は建物23 ・ 堺 6 ・井戸i ・滑12 ・ 土繍 19である。

Fig.17 中区東半部の主な遺跡3

80487=890 (PLAN 5, 13, 15, 16, 20, PL. 18-1, 2ト I, 21-3, 22, 35) 鈴 13次回・第20次東 ネ

中区東二幹部の}t［：北間近く （6AAO区D地区東端）から， 丙｜何方向に75m ほど流れ，ここ （H地区

問問由ii�〕で間に 1lh って23m流れたのち断面築地（SA488〕 のJij師落仰のすぐI打(I地区中央〕でさら

に凶に折れて訓査地域外にまで（ 135m）統〈備でめる。斜行部分 ・ ｜む流部分をSD890 (1l11t.1.sm, 

泌さ 0.4m） ， 凶流部分を SD4-87とよびかえている。

SD890は， さらに米調査地域に東北方にのびているが， l:n82-7 次制査によって，i託検山部分 持

より， さらに1om東北の部分まで続いていることが判明し（PLAN 20）， 斜行部分の全長は 85111

以上にたっして市流部分につづいている。 この締は， jド戸 SE2128 を聞む方形の溝（SD2126)

をこわしており， また途中でこれと交叉する締SD990 ・ SD922のいずねよりも新しb、。 SD487

は，l抗菌築地（SA488〕の南側にそって硫れ， 築地にともと＝う I有雨務f1I) (SD910）のすぐ南に，

析し〈作ったものであって， 築地の西端の部分をこえて， さらに両流して， 朱調査の部分に及 寧

んでいる（検11\t:ll分の全長 150m）。 おそらく南北総 SD572 (PLAN 7）にそそぐので あろう。 な

お， このSD487 ・ 890がSD536 (PLA河 7・8〕と共通性をもつことは後にふれるとおりである。

SA630 (PLAN 4 ・ 12, PL. 16) 第l l次東・第20次西

q，区を東主幹部 ・ 西半部に分ける南北塀である。 241同分を 64111 にわたって検出した。 この撲

は， 北は閥抗地域北端にたっしており， 北面築地にとりつくものとみられ， F何は南部築地（SA * 

488）に桜統している， ただしこの堺は一線をなさず ， 北部分と南部分とがくいちがっており，

柱捌）診の規棋もやや挑なっている。北部分は 9 間分（25.65m） あり ， 柱附！寸・法は2.85m ， 柱御

力は， T千I部分のものより大きい〈方J.2m）。陶
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旬

位置し， 14問分(41.1m)めり 1fT血築地5A4曲にたっ している。そして，出部分北端の柱穴は，

北部分出端の柱穴のすぐ西にある。南部分の柱縮形はやや小さL、(O.8m)。出部分の位穴の一

部は，土埴SK609などによってこわされているが，住位世をt宅地りつけていくと，市部骨には，

柱問寸法が2.85mのとζろ以外に，それよりi品、3.15mの個所があ忍 ζとがわかる。すなわち，

傘 南部分の」凶1~2--5 柱 lI i lの<\ WJ5f-;u、'ζのIAし"J止をとっている。この位低は携のほぼ巾止に

あたることからt 出入口などのr刊が想定できる。桜5A630北部分の北部3桂には車西初(SA
回りがとりついており，国方の建物SB540の東園間柱にたっしている。

言与

なお，桝 5A630丹東20mには，と札と平行方る市北堺 (SA950)がある。

Ss633 (PLAN 12， PL. 13-1 ) 第 13次j~

中IKJI!半t刊の北西隅近<(6AAO区L地区東〉にある 2凶(5.3m)μょx1出](2.4，1I

の車西懐総物である。東側は未尭掘の地域に続いており，桁行企長は砂lらかでな

い。住掘形は舟O.8mほどである。

88845 (PLAN 17， PL. 26-1， 27-1) Wl3次東

中区東半部の東端近<(C地区d)にある5UU CIO.5m) x 2 IgJ (5.1m)の

ヒヱ

・南北側{鎗物である。柱閥、HJ;I;l，桁行2.1 m( 7 尺)~r.u ・梁行2. 55m (也5尺〉 日3
である。住町掘形(径O.5m.r:t主 O.3m) は小さ b、。西個出列~tæ 2柱の掘形には， 柱担の残片

があった。なお，醐通りの中央には，柱穴が2倒あり，これをm仕切りと考えると S問の中
央に周過があり，その南北に2問づつの部量がある建物とみる ζとができる。

SK870 (PLAN 16. 17， PL 時一.2'3-4) 鈎13次京

• rl'区東2全部の東端近<(D地区巾央〉 にあo，不整形の土成〈東阿9m.Jti北10m，深さ1.3m)

である。 5B875町東と南とをとりかιむような酪を，っている。遺物がみら札るのは土繍間

半の西から南町縁にかけてである。庇が由いためj 保存状況は不良であるが木簡 土昔話 瓦

木片のほか詰冠の断片 かと且られる嗣状詩型MIが出土Lて注Hをひいた。また， ，出のなかに

は， r内型盛所」の辿臨師をもっ須恵罰法の盤 (PL曲一日〉がある。
• Ss875 (PLAN 16， PL. 2&-2) tl1 13次東

中区東半部の'1'央班端 (D旭区jt'i')にある 311lJ白血rn)x 211lJ (3.9m)の南北

線建物である。柱間寸法は桁行・梁行ともに1.95m(6.5尺)等IUJであ否。柱穴

〈係O.3m-O.6rn，深さO.15m)は小さいが世いので，鎚石ill物と考えている。

SX920付8D922(PLAN 5・13，PL. 20-→1) 第13次回

田

事 '1'区東主幹部 (6AAO区I地区〉にある石肱でああ。南岡築地 (5A488)のすく北側にそって車

出に続いている(長<':18m，帽2.5-3m)oこの石監の北に聾して東凶昨SD922(長さ23m，悩0.5

m，深さO.lm)があり，才i1Mは築地内側の遣時間j 昨はその側fl'IJと考えられるの右政の間部分

はm~t:神5D890によ って磁演されており， 以闘には石散が残っていなL 、。

88930 (I'LAN 15) 節目次凶

- 中区東半部門中央前半(G地区西端 H地区東l村阻 1地区北京隅)にある 5

問(12.65rn)x 2問(5.06m)の，東西棟建物である。柱間寸法は，桁行 ・

繁行ともに 2.53m(8..'i尺〉 会事似jである。柱の捌市〔径O.7m，深さO.3m)
仁口

は小さL、。柱1..:.のー剖は畦畔下にあり，また後l止の撹乱によって臨泌された位穴もゐる。
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SB935 (PLAN 5, PL. 20ー1) 第13次回

中区東三幹部 （6AAO区I地区〉にある小建物〈方I.8m）である。掘形も小さく （0.3m）， 仮設

建物かとおもわれる。なお， この建物の付近にはねi拙形カ旬、くつか点在するが， 建物としてま

とまるものはなし、。

SA950 (PLAN 13, PL. 18) UH3�；く西

·I－＇区東半部四寄り（6AAO区K地区〉 にある南北郷である。 11間分あり企長26. lnl。南は南

出築地（SA488) Iこ接続している。柱悶寸法は2.37m C 8尺）等間であるが， 陶から1 2間目・14

間目は1. 475rn C 5尺）， 13間目は4.13m (14尺〉と なっており ， 13問自に門が開かれていたらし

い。柱の掘形 は小さい （方0.8m）。 この堺と先にあげた鴎．北：燦SA630 南部分とを比較すると，

神

柱間寸法は異なっているが， 堺の北端の位置はほぼ一致し ， 柱穴の掘形の形状も似ていること 本

から ， 阿者が－:,c;jをなした可能性も ある。なお ， 塀SA950と建物SB970・SB1000・SB1015と

は交叉す
・

るが， 柱穴の重複関係はなb、。

SB960 (PLAN 13, PL. 18-2, 19ー1 ・3） 第13次ilY

中区東半部の西主！とCK地｜瓦東半，I地IB：商北〉に

ある11間（32.45m）×2間（5.9m）の，南北棟建

物である。柱間寸法は，桁行・梁行ともには2.95

ー，＜

m毒事（IO尺)flk]である。柱の掘形（方l.5m， 深さ0.8m）は大きし、。この建物の南妻柱列は， 中区西

学部にあるSB501の南側柱列， SB585 • SB590両建物の蔚喪柱列と同一直線上にある。なお，

*

この建物SB960と重なってみいだされた 3 棟の建物（SB970 ・ SBIOOO ・ SB108のがあり， SB960 は

柱穴の重複状況から ， SBlOOO•SB1080 より新しくSB970 より古〈造営されたことがわかる。 ＊ 

SA965 (PLAN 5〕 錦13次回

,-1.ヨ区東半音flの西財（K地区南主｜土〉にある南北 2間（6m）の塀である。掘形（方O.Bm） には 柱

主主跡〈径0.2～0.3m）がのこる。このWt，の南端の柱位置は， 建物SB960 の西4.4mにあり， その

南端から わずかに隔にずれるが， これに付属する目｜揺堺かと考えられる。

SB970 (PLAN 5・13, PL. 18) 第13次回

中区東主幹部の南西（K地区南と｜りにある 5間（12.0m〕×21間（4.8m）の，

東西線建物である。 柱間寸法は，桁行・3発行ともに2. 45m(8R）等闘である。

柱の掘形（力Im， 深さ0.3m）のほぼ半数には柱痕跡（径0.3m）があった。

SB977 (PLAN 13, PL. 18) 銘13次商

じこコ

＊

中区東半部の西南（K地区南端〕にある陥ー北3問（7.2m）×東凶21出（4.8m）以上

の建物である。遺構の西側は未調査地域に続いているため， 全体の却棋はゆlらか
日場

ではなし、。柱問寸法は2. 4m等11,\:Jである。掘立柱の掘j診fま不揃い （方0.5 ～0.8m）である。

SB980 (PLAN 13, PL. 18-2) 鈴13次西

tj:1区東半部の西半（K地区南端〉にある 3間（7.2m）×Z間（4.8m）の東西棟建 ？→－：.4 

物であるo 相：間寸法は， 桁行梁行 とも ， 2. 4聞く8尺）紺であるo 柱の掘形 Lムj 本

（方0.5rn， 深さ0.2rn）のうち， 北側柱列東第2 柱の掘形 は後世の土械によって破駿されていた。

この建物 は， SB970と ほぼ完全に重なって検出したが， 遺構のよで前後関係を決定すること は

困難であった。
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SB1000 (PLAN 13, PL. 18, 19) 第13次内

東半部の西 半（K地区中央〉にある推定8間（6問分17.76m〕

×5問（13.90m）の東西棟建物であって，4而に臓がつくと

推定される（凶廊未確認〉。桁行の柱陶寸法は2. 96m (IO尺〉

＊等間であるが，梁行の柱悶寸法は，身舎では2. 66m (9尺〉，

刷では2.96m (IO尺）となっている。柱の制形（方1.3m,

深さ0.8m）のうち，東妻住列北部3柱の掛形には柱根〈径0.35m）が残っていた。ζの建物の桁

行の柱同数を8 間と推定した理由はつぎのとおりである。この建物の西端は ，ちょうど道路の

下になっているが，道路の商（M地区）にはあらわれていな いので ，10尺等11:\jである限りは，柱

ホ間数が9 間以上になることは考えられなb、。7問， ある いは81聞のいずれかである。そして，

東・南・北の 3面に腐をも っていることから，西に も痛をそなえた建物とすれば，桁行の柱同

教を8間とするのが妥当である。この ように考えると ， SBlOOOは，身舎の奥行が3間あり4

面踊をそなえるなど，内裏正般に匹敵する大きな規模をもっている。さらにこの建物は内謀外

郭東国築地 ・ 凶面築地のほぼ中央に位置しており，内議北外郭の建物のなかでq制こ重要伝役割

＊をそなえたと考える。なおSBlOOOは柱のJT（使関係からみてSB960・SB1015より古い。

SB1015 (PLAN 13, PL. 18, 19-2・3) 銘13次西

東半部の百三｜立（Ki也区中火～M地区東端〉にある81品Je z,1.. 0 

m）×3 ml (9.0m）の東西棟建物であり，市にJ砲がつく。

柱間寸法は，桁行・梁行と もに3. om c1ox ）等間である。

本柱掘形（ブjQ.8m，深さ0.6r:n）のうち南側位州政鈎3；住の銅

A 

形には住根〈径0.3m）がのこっていた。各束凶柱列の商�） 2ね穴は，道路下にあるため確認し

ていなb、。建物北半 は SB1000とかさなっており，柱の重複関係からみてSBlOOO より新しb、。

SA1045 (PLAN 14, PL. 19) 第13次凶

1 ! 11,{};jミ主幹部の北半（FJ也｜バ；ι1，火〕にある!if.である。東凶5間（2.45m毛!r問）ある。柱穴は小さ

* < (0.2～O.Sm），西でやや北 に脹れている。

SB1055 (PLAN M, PL. 18ーし2仏－2・3) 銘13次回

束三幹部のl 1:1�た；北半CF J:出｜ぷ凶市）にある7J首� (18.69m）×31日：J (7. 43 

m）の南北棟建物であって，方向をやや終にしており，北で西に約

1度弱かた よっている。この建物の西側 には，北から6間に/Mlがつ

『叫唱E

取いている。身舎の柱問寸法は，桁行2.67rn ( 9尺）・梁行2. 23tn (7.5尺）， J樹のトIi 2. 97m(JO尺）

である。身合の性の掛形〈筏0.7m, iJ袋在0.4m）より府の柱の銅j惨（筏0.5m，泌0.7m〕は小さb、。

東側柱列北第2柱の掛形 には柱叡Cf壬0.2m）が残存していた。この建物の商側位列と ，後述す

SB1085の京誕柱列とは重政しており， そ の状況がらみて，S削085 よりも．新しし、。

SB1080 (PLAN 13, PL. 18, 19-1・3) .i;Ul3次凶

期 東半部の丙半（Ffを15(西端·K地区東繍〉にあるs r，位1 (15.0m）×21湖「ベトベトベト4ー？

(5.4m）の南北線建物である。 柱間寸法は， 桁行3. Om ( IOJ�）・鮒し＼プ - 1 

2. 7rn (9尺〉である。柱 の掘形（I m ， 径泌さ0.3m）は小さし、。ね・穴の君臨状況からみて， SB

960 ・ SB1085より古いζとがわかる。
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SB1085 ( PLAN 14, PL. JふーI, 2仏－3) 第13（｝（酋

東ミ幹部の西半（F 地区西～K地区東北端）にあり， SB1080 にm臨する 5 fl.l)(IO. 

5m）× 4 附（6.0m）の東西 �m:ill物である。南北岡市jに閣がつく。柱問寸法は，

桁行2. Im( 7 尺〉・梁行1. 5m (5尺〉でああ。 柱の銅形〈径0.8m，深さ 0.5m）の
藍ヨ

3 個に は， 柱根が鵠存していた。柱穴のm複状況から SB1055に先行し SB1080 より新しb、。 ヰ

SB1135 (PLAN 14, PL. 17-3, 21-2, 23-3) 第13次西・ t(f20次東

東半音riの束半二｜ヒ（F地区中火北半〉にある 7 間〔 19.67m）× 3 間

(8.43m） の東西棟建物であって， 東・西・南の 3 荷に腐が ついて

いる。ただし賄はどれも身舎の幅だけついているの で， 平間は東

lねー隅と沼南陥とを欠いた形になっている。 柱｜首l寸法は， 桁行・梁行· m1の出ともに ， 2. 81 m ホ

(9.5尺〉等間である。廟の柱側方 は身舎の柱櫛形〈方0.9m, ri長さ 0.5m） よりやや小さb、。

SB1140 (PLAN 14, PL. 21-2) �13次西

東半部の中央北端〈雪地区.，，失北半〉にある東西Z間 （4.Bm） ×南北i ,m (3.0m) 

の建物である。 京凶の柱間寸法は， 2.4m_ ( 8 尺〕絡聞で ， 柱の捌T7 （ゴj0.6m ， 深8

0.3m） は小さb 、。柱穴の重政状況からみて， SB1135よりは街しむ 、。

SB1165 (PLAN 14. PL. 19- り eB13次回

東半部の中央北端（F地区内北限）にある 2 間以上（ 2 間で4.8m）× 11品d (2.4m) 

の東西棟建物である。 このm物の西端｛ま米調査地域にある。

SB1182 (PLAN 14) 第13次凶

国
"'

五3

中区東2幹部の’，，失北端（6AAO区FJ也l引t）にある東西 2 ua (5.0m）分の柱掘，跨である。北の 本

米調査地域に統いている可能性があるために，j｛：；か!ili物の一市1か ， b 、 まのところ切lらかでなし 、。

SD2084 (PLAN 6, PL. 2ーI) 第20次東

中区束竿部東十包（6AAOI丘GJ色区南）にある1持〈申l’1

治、ら西i持に疏れ（！Om）， 南に｜句きをかえて（6.Sm）， 築地凶脚 SC060の北雨洛講をしている。 た

だし SD2084 の方がそれよりも新しL 、。

SD2093 (PLAN 6,) 銘20次点

中区東2幹部 （6AAO区G地区市〉 のrtl端近くにある慌である。議SD2110 の南端からはじまっ

て東南方向に斜行しており （ JOm), I釘mi築地 SA488にたつすると， その北治いに束に琉れて

いる。 1957年に奈良県教育委日会が実施した調査結果によると， この部は東菰（37m）した後，

*

短〈南に折れ（3m）， ふたたび束に曲っている。 住日すべきことは， 部の短い市北部分が， ，ti 司

而築地の位置に相当することであって，鍛111!の下を通る暗渠であった可能性が大きい。 SE2128

からの排水が ， 出 SD2110 を純てこの SD2093によって束方に流されるわけである。なお， こ

の｜暗渠部分は， つぎにとりあげる東凶作 SD2098と凶りあっており，｜暗渠の方が新しb 、。

暗渠の＊に接してl特北方向に東面築地があったことを予想し ， 踏襲がちょうど入隅の部分に

位置したものと考えることは ， さFきにあげたとおりである。 * 

SD2098 ( PLAN 5・6) 第13次東

中区東半部の南端（6AAO区G地区南〕にある束凶描〈侃0.7m ， 深さ 0.05m） である。 南商挺

13) 浅野前・伊述苦笑様 f平妓官隊」『奈良県文化財諸公総配（刷版f凶4嗣 第 2袋） 1958, p. 38 
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J也SA488と ， ちょうど重なった位置にあるが， 築地に先行している。 1957年， 奈良県教育委員

会が実施した調査によって， この慌の東延長部分が椛諒されており ， 今凶の検出部分をあわせ

て長さ16m 以上続いていることが知られる。

SK2100 (PLAN 5・6, PL. ぉーI) 第20次JR

キ 東半部南端近＜ (GJ也区J 31地点〉にある浅く大きなくぼみ（凍凶 16tn ， 問：lじ l4m ，深さ逃七時限

から 0.2～0.3m）である。 乙の中に， さらに 8 個の土蛾（SK2102～SK2109）が撮られている。

SK2101 (PLAN 5, PL. 25-1・2) 第20次東

束三幹部の南端近（ (G地区H34地点）にある平面ほほ方形〈』u西3.5皿，胤lt3.4m ）の土績であ

って， 深さは ， 追梢商から 35Cm である。土掠内のなE土は 7 ）叫にわかれるが， 大きく上・下 2

＊ 間に大別できる。すなわち， 木簡・木製品・瓦・土器をふくむ 11白褐色七胞の上に， 迫物をふく

まない木炭層と灰色砂質土聞がおおっており n：�j), なお， 穴が思めきらずに＂可みとしての

こっていたため， ここに土器をすて， 土〈黒色砂白土・｜崎賞悩色土〉で、おおったらしい〈上層〕。

ただし， 上 ・ 下層のそれぞれにふくむ土様の問には時期的な差違はあらわれておらず， 時間差

があまりなかったことがわかる。 なお， イナ近の盤地土は数｝rjからなりたっている。 この土蹴

傘 は， 整地土の長上面から掘られており， 自位的にみて北3m にある土:fS;tSK2102 より新しいこと

が明らかである（Fig.18）。木簡の紀年には， 天平 181;j三から天:;p.勝宝 2� におよぶ。

Fig.18 二仁峨 S K21DJ と S K.2102の /tH立関係

SK2102 (PLAN 5, 15, PL. 2シーl・3) 錦20次東

.. 

除12.0111-

5殴

束三幹部の南端近＜ (G地区J34地点〉にあり， 大きな土鋪 SK2l00 の.，，に掘られた士境〈東箇

3.8m ， 間」t2.4m ， 深さ 0.3m）である。ごヒ械の底をおおう粘土問（ 10cm ）には遺物はわずかしか

指 みられ令かった。 その上に， 大i止の的皮 ・ 木材Jtから成る有磁質と， :+'li七塊をまじえた層（20

cm）が推杭していた。木簡をふくんでいたのは， この有機質肘である。 この土城は合際赤禍色

土居の上聞に肩をもつことによって， 市に近接する土峨 SK2101 より古いことがわかる。木簡

には， 神地5 ・6年の紀年をもつものがある。また， 木簡の内容には造営関係の記就があり，

この地域の造営にかかわるゴミ処理の七1JJ1とみられることから上記の年代をあまりくだらずに

傘 樫投したものと考える。

SK2107 (!'LAN 15, PL. 25ーI) 第20次東

東半告IIの南端近（ (G地区K32地点） SK2100 内に掘られた土1袋 〈東西 Sm ， 南北 2.1 m ， 深さ遺
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機蘭から0.3m）である。土城内の放下j討には， �fll文を主とする蒋い有機質摺（5cm〕があり，木

簡をふくんでいた。この上にillなる砂崩り粘土問には造物はすくなかった。ζの粘土の上田中

央に残された山みには， また拍皮がつまっていた。この土摘もSK.2102と同様，ゴミ処理J判で ，

一時に埋めたてられたものであろう。なお，この土績の西南8mには，同じSK2100内に掘ら

れたSK2102があるが， これとの相対年代はわからなし、。

SD2110 (PLAN 6・15, PL. 22) �20?x:JR 

中区JR半部（6AAO区GJ也区〉にある南北部（制l.5m，深さ0.2m〕でああ。井戸 SE2128の東

南2mのところから始まり， やや西に振れて南流した後，l句．蘭築地（SA綿8）のJヒ5ll1の位置

で西にrll1って，土繍SK2100付近で消滅する。西析する角のところから SD2093が始まって東

場

南に流れることは先述したとおりである。 本

SK2113 (PLAN 15) 第20次東

東半部の東半（G地区P30J臨lii.） にある上雛CJ.If凶3m，尚北2m，深主 lm〕である。井戸SE2128

をめぐる周溝SD2126の酋F白陥の南amにある。土域内の思土は2府にわかれ，下iこは，灰樹

色土（）＇／.さ28cm〕， 上には県側色ニヒCJ手怠 !Ocm）がJ佐積していた。土総 ・ 瓦の包合状況は，この

上・下回でとく にかわることがなかった。このほかガラス小玉が出土した。

SD2126 (PLAN 16，孔. 22, 2←l〕 却20次東

東半部の東北（G地区北）にあり，つぎにあげる井戸SE2128 の周囲を方形（東西13m，尚北12.5

m）にめぐる溝〈附l.2m，深さ0.2m） である。 この構がS£2128と直接関係をもっとすれば，

毒S

礎石の上にたつ，311Jj x 3間程度の， 井戸援屋が制定され，その雨落部となる可能性がじゅうぶ

ん考えられる。柱掘形も礎石を据つけ痕跡も遺存しないが，潜の中から瓦が多量に出土した。 字

SE2128 (PLAN 16, PL. 24·, Fig. 19) 鈎20次米

東半部の東北（G地区北〉にある方形の升・戸である。周聞に方形の滞SD2126をめぐらしてい

る。井戸の掘形はほぼ方形（1旬二｜じl.8m, :ii！四l.65m，深さ0.4m）を呈しており，その東北隅が，

1コプ－＼
A 守f ,_t·D�：－·ずザ

。 50ε四
一一

Fig.19井戸S E2128の仲坂
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周溝の中心に位置している。井戸の枠板は，弁飽4こ組んだi投下段が4而にの乙っていた。枠艇

〈奈さ122.4～123.4cm，幅50.2 ～59.4cm, }Ifさ5.6～7.6cm〕はヒノキ材・をもちいており， 南北両

辺の枠板にIi，両端の中央に’尖出を作り，また，東西町辺の枠J誌の両端には， これらIこおうじ

た欠きとりを作って組み合せている。なおれ仲阪にはrp • Li· 1小丁の番付がある。

事 SB2131 (PLAN 16, PL. 23-2) re20次ii!

東半部の東北（D丸�区西北側. FJ山区東1f.j附 ＇
r · G地！夫東jじl＼�？1）にあるs ml r-oー勺ー？ 〉ー？

(13.45m）×2 nocs.38m）の京商棟建物であ山間寸法は市行梁行と し二Lt
もに2.69m ( g尺〉等間である。西第4柱の採泌りには， 間仕切のためとみられる柱の掘形が

あり， 柱の銅形 （'jj・0.8m, i架ぎ0.4m）のうち問喪柱列の北部l，部2柱穴には， 柱艇が出足跡的に

掲 のこっていた。北側，住列東第 2位穴，来五位列の階第1・ mz柱穴は後世の破壊によって失わ

れていた。なお，この建物は，m庭古境前方i都府主主を担めた整地土上4こ(i'r.i,"t:し ， ｛をの建物（SB

875 ・ SB214-0），井戸（SE2128〕，前（SD2126），土1蹟（SK870）より 一層下の間から検出しており，

これらより過賞IJ判。lが古いことが判明している。なお，名作仮にIi円
－

，・ι ・円［・寸の番付ーがある。

SB2140 (PLAK 16, PL. 2!l-2) 錦、20次点

傘 東半部の東北（F地区北半〉 にある3問（6.63m）×2間（4.72 m）の，東西練建

物である。れ問寸法は，桁行2.21 m (7. 5尺〉ぞ予l1JJ ·柴行2.36m ( 8尺〉である。

柱の掘1醇（ブ＇70.6m，深主o.

SB2148 (PLAN 16) t,i'.r20<X来

1J11玄束三幹部の東北（F地区』.［｝，j,l)にある3問（5.7m）以｜二 X 2 lgJ (3.8m〕の南北

市側建物である。杭並M影〈ブ'f0.5m〕は小2"心、。また削平によって 一部の柱穴は裁つ

ておらず，また，：JI:側は未調査の地域tこ続く。全体の鋭艇は明らかではなb 、 。

SB2170 ('PLAN 14・16, PL. 17-3, 23-3, ) 第13次丙· tl'J20次束

国

三3

束三r部の1J.r央：｜じ（ PJ山区小火北半〉にある5 rrn (l 1.85m〕×211-U (4.44m）の？＋やーふ－＜＞－＜；＞

東西棟建物であるo柱間寸法は， 桁行2.3州8尺〉等間・梁行2.2ltn(7.5尺） i .. fム__ i 
・である。柱の掘形（方0.6m, i宗主0.2m）は小さb 、 。東第4柱の繁行中央には，柱の揖形がある

ことから ， ここに間仕切りがあったと考えられる。柱穴の抗組関係からSB1135より新しし、。
SA2216 (PLAN 12, PL. JGー2） 第20次flq

中区東半部西端（6AAO医Ml；，（：東〉にある南北5間oo.sm）の堺であるの主主問寸法は2.1om

与問，柱掘形（方0.8m）の立をぴは不f齢 、で，m.の北側がわずかに東偏しており ，後述する組物

Sil2245の西側柱列とほぼ ・目白線上にある。

事 SB2245 (PLAN 12, PL. 16 2) 第次20丙

中区東学郊の西端北寄・り（6AA0区M区北策〉にある3 JUJ (G.3m) x 1間（2.1m) 

の，小規棋な南北側建物である。柱問寸法は2.1111 ( 7尺〉等間，柱の制形は小さ 口三3

い〈方O.3m )oなお，この建物の西側柱列は，｜何13.5mにある.Wf.SJ\2216とほぼ一直線kにある。

傘 SD2246 (PLAN 12, PL. 13-1) 第in欠来

中戸：東芝幹部両端（6AAO区L区}li)をm:11:に走る小i待（籾0.5m，深さO.06m）である。塀SA63Q

北部分の東Jmにあって28m{i／�し 、ており，その附帯構の可能性もある。しかし，塀の南部分で

は，この憐と堺の柱掘形とがift:寵しており，共存しえない点で疑問がのこる。

45 



E 東区の遺構（PLAN 18, PL. 27～32) 

内謀北外郭の東区は， 内裏外郭の東を画する南北築地 SA705 によって東を限り，西は SA

838 道路をへだてて中区 に接している。 調査を実施したのはこのうち 6AAB 区 U 地区の小

Fig. 20京区の主なmm

SB708 (PLAN 18, PL. 2ト3) 第13次東

京区の調査範囲（すなわちU地区，以下たんに東区と略す〉 の南端にある桁 か-0---0---0--0-.

行5 rロW I ・ 9m）の東西棟建物である。建物の南半は発掴地域外にあるため 十 >. ,!,

操行全長は未確認である。柱問寸法は，桁行2. 38m ( 13 尺）等！日iであって，梁行もこれに等し

b 、とみられる。柱の掘形〈方-0.Sm ，深さ 0.3m）は小さい。

SB710 (PLAN 18, PL. 2少寸） 第13次東

京区の南端にある桁行 7 間（18.76m ）の東西隙建物である。や

はり南半は朔査地域外にあるため未確認である。＊行行の柱｜品｝寸法 了一「�
は 2. 68tn ( 9 尺〉であり，梁行もこれに等しいとみられる。柱の捌形〈カ l m ，深さ0.6m ）のう

ちには，柱痕瑚：（｛歪0.4m）をとどめるものがある。

SE715 (PLAN 18, PL. 28-3, 2ト3, 31ーI) 負113次京

東区の東南に位置する井戸である0 11二戸 の掘形の平市市長はほぼ方形（ブJl.3m）で ， その巾央：

よりやや東南に かたよって弁戸村功f組まれている。

SB717 (PLAN 18, PL. 28--3）第13次東

東（x：の東南にある 3 間（9.0m）× 3 問（7.Sm）の市北線建物であって，東面

に踊iをもっている。柱問寸法は身舎梁行が 2.4m(s 尺〉であるほか，桁行・ 日‘ ’

j備のl必ともに 3. Om(JO尺〉等間である。註掘形〈方0.7m ，深さ0.3m）は身舎，

聞とも同じ大きさである。身舎の柱掘｝践の一部を壊して井戸 SE715 が揃られている。

SA726 ・ SA754 ・ SA799 (PLAN 18, PL. 27-3, 2ふ－3) 部13次点

掌

2ド

*

省幹

東区にある南北方向の柱穴列である。 SA7261ま井戸 SE715の何にあって，荊北 3 問（5.4rn〕， キ

SA7641ま SA726 のすぐ北にあって南北 5 問（13.0m), SA799は SA754 の：lヒにあって市北 2 問

(6.0m）以ヒあり， 3 者はほ4釘直線上にならぶが，それぞれの純穴列 の方伎がやや兵なってお

り，柱捌形の形状もやや典なるので，3条の別々のものと汚えた。これらの柱穴列は，堺か建

物のm�党工，Jr.に ともなう足場丸太をたてた掘形か，その性物は切らかでなし 、。
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なお，SA719は築地SA705の西側にある市北の柱穴列で，そのiii：�告は明らかでなb、。
SB730 (PLAN 18, PL. 27-2・3, 28-1・2, 2チーI) t(!l3次iU

東区の束�さにある6間（17.82m）以上X4問（IJ.88m）の， 南

北線建物である。東西両面に痛がつく。北妻は調査地域外にある

事ため米町i：認である。柱間寸法は，桁行・梁行ともに2. 96m (10尺）

学問である。柱の弧！？彩（ガim，探さ0.5m）のうち， :m入側将：列l旬

_,

ーー屯r-一、：.，－－、，�、.r-
t:!H柱穴の底にiu反省・切石〈長δQ.6m, I筒0.48m, 1＼／ δ0.2m）が ， また ， 商人側柱列南部2 柱穴

の肢には ， やはり凝灰岩切石（長き0.5m, 1!1;.IQ.4m, F}:さ0.25m〕カ旬、ずれも杭たえてあった。後

者にかんしては， 柱の折IJ肢の鹿 ー ［ニ中にみいだされたれ瓜跡が， この!;JJ石上回にまでたっしてい

務 ることを観察した。これら建設灰岩切石は礎盤かも？；llfl,なし、。このii!物S.137301:t ， 村：穴の重複倒
係からみて ， のちにのぺる2僚の建物のうちSB795より新しく只B7G5よりも1.!rむ、。なお，この

辿物の 東側柱列は，SB710の東側柱列と 一回線上にあり，同一時期に泊也・されたものと考える。

SB750 (PLAN 10〕 第13次東

京区1f·1失点官・り（6AAB区UJJ!!Iえ）にある1問×1問の小規艇な純物と与えられる。柱問寸法
＊はl首北3.6m，東西2.601ほどである。SB780のI羽織1の東延長料I：！こ村： I簡をほぼそろえており，

SB780に付属する控物かも知れなb、。
SA7切（PLANJ8, PL. 32ーI) 第湖凍

京阪．の市 、ドrf 1.！）.とにあるL字形の柱穴列である。東西4 flll (I0.6m), 1ri北3問（8 m）ある。
SB71邸（.PLAN 18, PL. 29-2) tr,13次東

＊ 3恨の中央に位位する，5間（ll.85m)X 311:ff (7.35m）の東側｛店物であ？＋＋＋＋？

って， 北而に附をもっている。身合の柱問寸法は，桁行・政行ともに2.31m 占 >.. ¢ 
(8尺〉等間，刷の梁行は2.6lffi ( 9尺）である。」惜の柱の折｜形〈カ0.8m ， ←かゆー＋＋一。

深さ0.5m）は府の柱の掘JI予（方0.5m，深さ0.3m）より大きし、0 m併lf/J�の柱穴には柱根〈筏0.25m)
がのこっており，このほか柱痕跡（｛手0.25m）をとどめあれ穴があった。なお彊按からみてSB

* 765は京に接するSB730より新しむ、。

SB780 (PLAN 18, PL. 27-2, 28ーし29-l) 第13／.大東

京医のJt>fiこめる 6Jtfj (l5.94m〕x 4問（I0.92m）の京商品R建物で

ある。4而 に鮒がつく。身舎の柱間寸・法は， 桁行・梁？？とも2.SJm 

(8.5尺〉等間であって，廟iま4面とも2. 95m (IO尺）である。柱の櫛

＊形〈カ0.1～0.6m，深さ0.2～0.3m）は小企. ，， 、。

SB795 (PLAN 18, PL. 27-2, 29-1) m13次東

口コ

点区の北端に，南側村：列をのぞかせている ， 桁行7問（20.65

m〕の点凶棟建物である。建物の大半は調査地域外にあり，虫さ いームJ
行の柱同数はわからなb 、。しかし， J:R妻柱列南第2 柱穴を検111しており，位｜叫寸法は， 桁行・

ホ採行ともに 2.95m (10尺〉等間となっている。 柱の侃形（プfl.Sm，泌さl.4m）に は ， 柱自主跡

〈任O.Sm）をとどめるものがあり，また柱f.lミ跡のよm閃｜にねをかためるためか小石をつめこんで

あるものもあった。このSB795の柱穴は地1.1 lilr1で検出した。臨時践したSB730. SB780の柱穴は

このよにおし、た整地上而で検出した。この前後｜刻係は机穴の量級状況からも別らかである。
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SX801 (PLAN 18, PL. 31-4・5〕

東区中央の北端で， 摺が焼けた土墳を 2つみいだした。調査）＇也統北端の壁にかかって検出し

たものをSX801北， その頭市l.4mにあるものをSX801 南とよぶ。

SX801:Iヒは， 長雨hを東西にむける隅円良方形のSf商形をもっ穴である（長さ144cm，似90cm ,

深志54cm）。 火熱によって周壁が底にいたるまで厚＜ (2cm）焼けているにもかかわらず， 底而 ＊

コ ff";::.7_r_-_,] 

し込ミ豆、、、

。 ’” 

」

でPJljjf ここy叫叫雌蕊一

FiA'. 21 壁が焼けた七l邸在地f北，布地、判の土鎖

は焼けていなb、。穴の小には灰が堆積（/9.さ5cm）している。SX801市は， SB795の柱穴によっ

て商学をうしなってはb、る が， SX801:ltc同様， 平面形｛ま臥円民方形とみられる〈残削除m,

4尽70cm，深さ 16cm）。 長i隊lはほぼ東丙にむけ， 丙側 がやや北に偏している。 この穴もまた周壁

が厚＜（scm）焼け， 眼前は焼けていなb 、。 穴の仁1－ ，には灰が取引していた〈厚さ5 cm)o 

SB805 (PLAN 18, PL. 32-J.2) 

京区の函南隅にある， 術行 2間以上(2U{J分で5.94m）×梁行2問（5.30m〕の南？一骨－－＜炉

0 --< 
北糠建物である。南端は調査地域外にある。柱問寸法は， 桁行2.97m (IO尺〉等 L__」

問・決行 2.65fil (9尺〉等聞である。柱の抑形（方l.2m， 深さ 0.6m）のうち， 東北陥のものに

ほれ；恨の残片があった。身舎の中央列には別に小さな柱穴〈筏0.4m， 深さ0.2m）が2-IPilならん

3年

でおり， 床束柱のあととみられる。れ穴のif（椛状況からみて， 次のSB808 より新しし、。 キ

SR808 (PLAN 18, PL. 32ー1.2)

京区の西南隅にある3附（7.08m）×2間（4.72m）の東西棟建物である。柱間寸訟は， 桁行・

梁行ともに2.36m(a尺〉等間である。牲の抑惨〈方O.Sm， 泌さ0.15m〕は小さし 、。

SB809 (PLAN 18, PL. 32-2) 

東区の西南隅近くにあるl間 ×l mの小起物である。

Sil815 (PLAN 18, PL. 32ーの

東区の北西隅にあり， 身舎の柱問寸法 が5間(14.85m）×2間（4 .74m ) 

の南北棟建物であるo東聞に成Iをもっ。酬は調査地域外にのびる可能 」J

ー叫

性があり， 西商廟の布紙はわからなし、。身合の柱問寸法は， 桁行2.97m(JO尺〉等fl\j・5終行2.37 

第

m Ca尺〉廟の間は4.451U (15尺〉である。両琵柱列の延長線上には， 府柱と身舎位との中間の， 本

崩柱からl.48m( 5尺〉 の位置に小さい柱穴〈径0.2m） がある。 これは間柱かとみられる。 身

合の柱の掘形 （方Im, fiさ0.4m） のうち， 東南隅のものには，約：：恨〈筏2Qcm）が残存していた。

閥の柱の抑！形（方0.(im， 泌さ0.4m） は小さb、。S8815の西側柱列はS 8805の西側柱列と 一線上

にあり， 両者の同時存柁が考えられる。 なお， この建物は， 土樹SK820を埋め， その上に建
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てられている。 その土績には， 後にくわしくのべるように， 天平19年を下限とする紀年をもっ

木簡が多数出土しており， 乙の建物の時期がそれ以降であることがわかる。

SB818 (PLAN 18, PL. 2与一I, 32-3) 

東区の西端にある ， 方 z. 65m C 9 ｝＜；＇.）の小規模な:tJ!物である。 S B780の市聞の商延長線上

＊ に柱筋をほぼそろえており， 雨建物の側柱穴問の距離も柱間寸法とほぼ等しい（3.0m キ10尺〉

ので， SB818はSB780に付属したものかともみられる。

SK820 (PLAN 18, PL. 29-1, 31) 

東区の西北隅（U地区S48地点〉にある土臓である。天平19年（747）を下限とする内容豊富な

多数の木簡とともに， 保存状況のよい多数の土器・瓦 ・ 木製品が出土したことによって， 今回

＊ の調査では最も注目をひく成果をもたらしたことは後愉するとおりである。土棚の平面はほぼ

方形（方3.8m）を呈しており， i伝〈方3.2m）までの深Eは， 遺構雨から1. 7m （地表から2.3m)

ある。 土墳の底には樹葉を主体とする時緑色土層（尽さ5cm）がJjg；積していた。 この層には，

木簡をはじめとする若干の迫物をふくんでいた。 この上には， 有機質を多量にふくむ暗補色土

居 (1芋さ50cm）が推積していた。 厳密にいえば暗褐色を皇するのはこの土屈の下部であって，

本 中ほどは黒色， よ部は黒掲色を皐しており，また部分的に粘土 ・ 細砂の簿腐をは怠んでいたが ，

これらはl j曹の中における変化と認定できるものであった。多量の追物は， 時制色土居の全体

にわたって， まんぺんなくふくまれており， このこともまた土層が短期間に形成されたことを

しめしていた。｜｜白褐色土問の上には， ニヒlJ}i上而まで， 赤羽色土胞が厚＜ (115cm）つまってい

た。 この土屈には， 土器・瓦を少数ふくむが， 堆積状況や砂・礁の混在状況からみて， 自然に

＃ 格：杭したものではなく， 明らかに穴を担める目的で人為的に投入されたものである。いま上問

の土から土城の邸まり方についての考えをのべたが， 同じζとは泣物の保存状況からも考えら

れることである。すなわち，l暗線色土に包合されている大多数の木製品・木片の表面には， 府

L- ·-

'" 

Fig. 22 土城SK820

減 ・ 剥落や損傷 ・ 腐朽のあとをとどめておらず， 新鮮な状態にある。 これは， これらが， ｛LI!.の

減物木技 ・ 塵介 ・ 土砂とともにこの土繍になげすてられた期間そのものが短かかったことをし

＊ めすとともに， iほ物類がなげすてられた後， 長期にわたってそのま定風雨にさらされるような

状況下で放置tきれず， むしろまもなく赤術色土 で埋めもどされたことをしめすものといえよ

う。 このように， この土城S f<820内にふくU造物は， 知期間のうちにすてられ ， すぐに�め

られた状態でのこ容れていた良好な一括造物ということができるのである。
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